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5. おわりに 

日本では河川構造物等の社会インフラの整備によって，洪水による被害は減少する傾向にある。

しかし，地球温暖化の影響により，想定を超える雨が発生する可能性が高まっており，激甚な降雨

災害が発生する危険性は高まっている。このため，これまで整備したダム・水路・堤防等の施設が

機能しない可能性があり，これを念頭において流域に関連する全ての組織，人及び研究機関が協力

して災害対応に臨むことが災害の被害を低く抑えるには必要であろう。特に，人的な被害を減らす

には，個人自らが判断，避難することが重要であるため，これに対する啓蒙活動も必要であろう。 
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